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「〈障害〉の視点から考える政策的課題―障害学と経済学のコラボレーションに向けて」

ユニークフェイスと就労に関わる課題
西倉実季（READ特任研究員）
1．報告の目的

· インタビュー調査の結果をもとに、就労をめぐってユニークフェイス当事者が置かれている状況を紹介する。
· イギリスの障害差別禁止法（Disability Discrimination Act: DDA）と、それをふまえたイギリスの慈善団体「チェンジング・フェイス（Changing Faces）」の活動を参照し、日本でのユニークフェイス問題をめぐる課題を提示する。
2．就労をめぐるユニークフェイス当事者の困難
■インタビュー調査（2007年12月より継続的に実施）の結果から、ユニークフェイス当事者が就労をめぐって直面している困難を3つに分類した（Nishikura 2009）。
①応募以前の困難 
· 他者からの否定的な対応を回避しようと、社会的活動から撤退するようになる。
· 自尊感情や自己評価が低く、就職をしようという気持ちにさえなれない。
②応募と採用判断プロセスでの困難
· 不特定多数の人々と接する産業・職種を避けるなど、選択肢が制限される。
· 面接で顔のことを質問される。
· 顧客の反応を理由に採用を断られる。
③職場での困難
· いじめやからかいなどのハラスメントを受ける。
· 疾患や外傷が原因で容貌が変わったことで、意に反した配置転換をされる。
· 治療等のため休暇を取ることに対して理解が得られない。
■就労をめぐるニーズは、ピア・サポートに関するものから、理解の促進や価値観の変容、施策の整備などに及んでいる。
· 孤立感を解消し、対処戦略を共有するためのセルフヘルプ・グループ
· ユニークフェイス問題をめぐる社会的認知の向上
· 障害者雇用促進法と同様の雇用施策　　（←→障害者雇用施策からの排除）
3．DDAにおけるfacial disfigurementとチェンジング・フェイスの活動
■1995年に制定されたDDAでは、「重度の形状の変形（severe disfigurement）」は障害と定義されている。
· DDAは医学モデル的性格が強いと批判されることが多いが、形状の変形がインペアメントとされたことは例外的な社会モデル的視点として評価されている（Doyle 1996, 1999）。
· 「（重度の顔の変形は）医学的影響とは何ら関係がないが、他者の態度のために、その人の遂行能力に不利な影響を及ぼしうる状態である」（Woodhams & Corby 2003）。
· 疾患や外傷が原因で顔に変形のある人のための慈善団体「チェンジング・フェイス」は、アメリカとオーストラリアの障害差別禁止法を踏襲し、facial disfigurementを障害の定義に含めるようロビー活動を展開した。ただし、最終的に‘severe’という限定がついた（チェンジング・フェイスへのヒアリング調査より）。
■チェンジング・フェイスが2008年から展開している「face equalityキャンペーン」では、教育やメディアと並んで、雇用がその主領域として掲げられている。
· DDAを後ろ盾に、使用者に顔の変形に関する情報を提供し、彼らが必要な「合理的調整（reasonable adjustment）」を行なえるようにするためのセミナーを実施している。
· 「変形に関して合理的調整を行なうとは、おもに従業員の態度を変え、変形をもつ被雇用者や顧客と自信をもって接するための社会的スキルを磨くという問題である」
· 「通常、変形をもつ人々が職場で直面している唯一の現実的な障壁は、他者の態度に関するものであるため、彼らに対する肯定的な態度をつくり出すことは合理的調整であると考えられる」
· スティグマ付与に対する従来の介入は、変形をもつ人の外見や態度を変えることに焦点を合わせており、スティグマ付与そのものには注意を向けていない（Kent 2005）。DDAにより、チェンジング・フェイスは顔の変形に対する不適切な対応を差別行為として問題化することが可能になった。
· ただし、‘perceived’ではなく‘severe’の語が採用されたことにより、どの程度の変形であれば「重度」と言えるのかという解釈問題を残している。
4．日本における今後の課題
· 現実に被っている不利益を考慮した障害・障害者概念の見直し
→割当雇用アプローチから差別禁止アプローチへ？／両アプローチの組み合わせ？
· 社会モデルの趣旨に従えば、争点とされるべきはインペアメントの「障害（＝通常の生活活動を実質的に制限するインペアメント）」への転化可能性ではなく、差別行為の有無（川島 2009）。
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